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1．本研究の目的と方法

　近年，高等学校を中心に修学旅行の目的地として海外

を選択する学校が少しずっ増え始めている。生徒にとっ

ては国際的感覚を養うとともに，国際的視野拡大に対す

るまたとない機会といえるが，地理教育の立場から考え

ると，地理的見方⑱考え方を養える実践の場としてとら

えることが可能である。また，近年は科学的態度の育成

やそれを実現するための体験的学習の推進が叫ばれてい

るが，海外で実施される修学旅行はこのような体験的学

習を実践する絶好の機会であり（小峯編，1994），日常

生活とは離れた海外ゆえにその効果が大きいことも期待

される。したがって，生徒が修学旅行を含めた研修旅行

で海外へ渡航する際，教科活動の一端を担える可能性は

十分にあると思われる。事実，宙内同様，海外の国や地

域を対象とした地域調査を実施する必要性は，局等学校

地理の学習指導要領に明示されている。既に，海外にお

ける地域調査の意義を評価した、り，海外への研修旅行の

具体的な実践を紹介している報告もある（例えば，池田，

1997；一ノ瀬⑱江崎，1997など）。しかし，これらの報

告は海外における研修旅行のノウハウを紹介している側

面が強く，現地での地域調査の方法論を吟味する段階に

は至っていない。

　そこで，本研究においては高等学校の生徒が修学旅行

を含む研修旅行の一貫として海外で地域調査を実施する

場合の，調査手法やその学習思義を地理教育の視点から

検討することを目的とする。

　研究方法としては以下の通りである。まずはじめに，

高等学校における地理歴史科「地理A」「地理B」の学

習指導要領に言己載されている海外地域調査の記述を検討

し，高校生の海外研修旅行における学習意義を改めて吟

味する。それと同時に，新学力感に提示されるような学

習理念と照らし合わせ，学習効果の可能性を検討する。

次に，生徒が実際に海外地域調査を行う場合の調査方法

を検討する。最後に，わが国にとって最も有名な海外旅

行目的地であるアメリカ合衆国ハワイ州を事例として，

生徒が海外において地域調査を行える可能性を具体的に

提示し，調査手法や問題点について個別に検討を行う。

　なお，本文において文部省が著した学習指導要領の記

述を多用するが，原則として1989（平成元）年版高等学

校学習指導要領（文部省，1989）に基づいている。

2．高校生にとっての海外体験

　高校生（以下，生徒とする）が海外へ渡航する機会は

具体的に次のようなパターンが考えられる。

　（1）個人旅行や家族旅行

　（2）学校，自治体，民間企業などが主催する生徒を対象

　　とした海外派遣プログラム

　（3）学校教育の一貫としての修学旅行ないしはそれに準

　　じる研修旅行

　（1）にっいての多くは家族旅行であり，学習を主目的と

する渡航は極めてまれであろう。また，家族など少数で

の渡航が多く，教育効果については間接的にはあろうが，

地域調査を行う機会はほとんどないものと考えられる。

（2）は主催機関にかかわらず，諸外国での文化接触，児童

生徒との交流，誼学研修なとの要素が含まれている可能

性が高い。よって，学校の学年全体や，全校児童生徒が
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派遣されないまでも，学校教育カリキュラムの一貫とし

ての取り扱いも可能となってこよう。例えば，大学でい

う単位互換制度のような扱いが想定される。（3）が最も学

校教育のカリキュラムに直接反映してくる。学年全体，

ないしは全校で渡航するため，その旅行自体は特別活動

の一貫となるであろうし，各教科にとっても，海外での

諸体験により間接的に学習効果をもたらすことが期待さ

れているといえよう。

　具体的に（3）のような修学旅行を含めた研修旅行におけ

る目的や効果をまとめると以下のようになる。

　（1）研修旅行本来の目的を達成

　（2）高等学校の学習内容（地理歴史科，公民科，理科な

　　ど）との関連を図り，民族文化の複合性など，国内

　　では味わえない異文化理解を深めることができる。

　（3）高等学校の外国語教育の推進という視点に立ち，

　　国際的に通用する交信能力⑧発表力の育成を図る。

　本研究においては，上記の（1）～（3）の学習効果を想定し

っっも，「地理歴史科」の教科学習の一環として海外研

修旅行における地域調査が実施されることを前提とする。

このような活動を実施している学校は少数であろうが，

今後その数が増していくであろう海外での研修旅行にお

いて，教科活動の実施可能性を検討する上でも，このよ

うな仮定のもとに論をすすめる。

1皿　学習指導要領の記述と海外地域調査の意義

を地理的にとらえる方法を学ぶことにあるが，その具体

的手法として地図の活用と地域調査が示されている。こ

とに，本研究の主題である地域調査については地理が伝

統的に取り扱ってきた地図とともに2っの主要な方法と

して掲げられていることは注目に値する。

　このような内容を具体的に達成するために，「ア　地

球儀，世界地図で読む現代世界」，「イ　地図の機能と活

用」，rウ　地域の変容と現代世界」の3っの大項目が設

定されている。このうち，地域調査と直接関係している

のはウであり，以下のように記述されている。

ウ　地域の変容と現代世界

地域調査なとを通して国際化の進展の影響が身近

な地域にも及んでいることを理解させる。

1　高等学校「地理A」における海外地域調査

　「地理A」は「地理B」の各項目を単に集約したよう

なタイソェスト版ではなく，現代世界が抱える諸問題の

主題的なアプローチに立脚している1）。それゆえ，「地

理A」の内容全般にわたって地域調査の重要性は一層高

いものにあるといえる。本節では「内容」において地域

調査に関する記述から，局等学校教育における海外地域

調査の可能性を検討する。

　局等学校「地理A」の学習指導要領では，「（1）現代世

界と地域」，「（2）世界の人々の生活⑧文化と交流」，r（3）現

代世界の課題と国際協力」の3っの内容から構成されて

いるが，地域調査に関する直接的な記述は次のように

「（1）現代世界と地域」に記されている。

（1）現代世界と地域

　現代世界の特色を地図の活用や地域調査を通して

理解させ，現代世界を地理的にとらえる方法にっい

て考察させる。

この記述に記されているように，（1）の目標は現代世界

（内容の取扱い）

　ウにっいては，指導計画の中に野外調査の時問を

設けて，積極的に実施すること。

　っまり，国際化の進展の影響が身近な地域にも及んで

いることを，地域調査などを実施し，体験的な学習を通

して理解させることを目指しているのである。この記述

をみる限り，現代世界の特色を理解する手段として地域

調査が明示されているが，それは海外における地域調査

を意図しているのではなく，身近な地域においても国際

的な動きの枠組みの中で地域が形作られており，その実

態を地域調査から把握しようとしていることがうか如わ

れる。っまり，海外における地域調査は原則として念頭

には置かれていない。

　また，ここで述べられる地域調査の対象は身近な地域，

つまり日常生活圏の地域ととらえるのが一般的である。

しかし，指導要領解説によれば「学校行事などにおいて

直接的に観察，調査出来る地域という観点からとらえる

こともできる」と記されているように，必ずしも身近な

地域にとらわれる必要はないことを示唆している。この

点において，非日常的な空間の1つとして海外があげら

れるであろうし，学校行事との関わりも示唆されている

ことから，修学旅行を含めた学校教育における海外研修

旅行での地域調査実施の可能性が示されているといえる。

2　局等学校「地理B」における海外地域調査

　局等学校「地理B」は主題的学習を意図した「地理A」

とは異なり，従来の「地理」を継承した系統的な学習が

中心となっている。その内容は「（1）現代と地域」で地理

的見方，考え方の基礎を身に付け，「（2）人間と環境」で
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自然地理的内容を，「（3）生活と産業」で人文地理的内容

をそれぞれ系統的に身に付け，「（4）世界と日本」におい

て，両者の関係を見いだそうとする構成となっている2〕。

このうち，地域調査に関連した項目は（1）に含まれており，

次のように記述されている。

（1）現代と地域

　現代世界の特色を地理的な観点から理解させ，地

図の活用や地域の調査などを通して世界や日本の諸

地域を把握する方法にっいて考察させる。

　このように，表現の差異こそあれ，内容として地域調

査が掲げられている。「地理A」と「地理B」はそれぞ

れ目標が異なる科目であるため，内容の取扱いに若干の

差異があることは当然であるが，「地理A」同様に地域

調査が明示されている点を十分に認識しておかなけれは

ならない。

　このような内容に対して，「地理B」では「ア　交通・

通信の発達と世界の結合」，「イ　現代世界の国家と国家

群」，「ウ　球面上の世界と地図」，「工　地理情報と地図」，

「オ　地域の調査と研究」の5っの中項目が設定されて

いる。このうち，オで地域調査が明確に盛り込まれてお

り，以下のように記述されている。

オ　地域の調査と研究

　地域調査なとを通して，特に地域の変容の様子に

着目させて，国際化の進展の影響が身近な地域にも

及んでいることを理解させるとともに，世界の国々

に関する資料を活用した文献調査を通してその特色

を理解させ，世界や日本の諸地域を調査⑧研究する

方法について考察させる。
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査の対象は身近な地域や国内が想定されており，海外は

念頭に置かれていない。なぜなら，文中に「世界の国々

に関する資料を活用した文献調査」と明記されており，

世界の国々を理解する際には，適切な事例国を1っ選び，

現地には赴かず，文献調査という手段を通して国内で実

施されることを前提としている。具体的には，国内にお

いて直接的に観察，調査できない地域の調査過程や方法

にっいて学習することに意義があるとし，文献などの資

料の種類や所在とその収集の仕方，およびそれらを選択，

処理して地域の特色を把握する能力を身にっけさせよう

としている。

　だが，学習指導要領解説では全ての生徒が海外へ赴く

ことができないことを前提として，世界の国々について

はやむを得ず文献調査という手段を取っていると解釈す

ることもできる。また，現地調査が可能な国内であって

も文献調査は不可欠であり，そういう意味では野外調査

と文献調査は不可分であるといってよい。したがって，

海外において野外調査を実施することが否定されている

のではなく，むしろ可能であるならば，国内における野

外調査の代替にもなり得る。特に，学校行事との関連性

を重視していることを考えると，「地理A」とともに

「地理B」においても海外における野外調査を実施する

意義は十分にあると思われる。

（内容の取扱い）

　オについては，指導計画の中に野外調査と文献調

査の時間を設けて，積極的に実施すること。なお，

世界の国々に関する文献調査にっいては，適切な国

を一っ選んで扱うこと。

　ここでは，国際化の進展の影響が身近な地域にも及ん

でいることを，身近な地域と世界の諸地域の双方を調査1

研究するという具体的な活動を通して身に付けさせるこ

とがうたわれている。具体的には，「地域調査」におい

て野外での観察，聞き取り，資料の収集などの諸活動が．

期待されており，学習指導要領解説の中では「地理A」

同様に学校行事における調査の実施も期待されている。

　しかし，「地理A」同様，「地理B」においても地域調

皿　海外地域調査の一般的手法

1　国内で実施する海外の資料を活用した文献調査

　前章で局等学校学習指導要領に示される海外を対象と

した地域調査とは，いわゆる現地でのフィールドワーク

を想定しているのではなく，特定の地域を設定して，そ

の地域にっいて国内で研究を行う，いわゆる屋内調査を

意味していることがわか？た。それゆえ，海外地域調査

を行わない場合の海外資料を活用した文献調査は一層重

要性を帯びてくることになる。一方，海外において地域

調査を実施する場合においても，当然のことながら事前

学習としての文献調査が必要となる。そこで，本節では

海外を対象とした学習を行う場合の文献調査の手法にっ

いて検討を行う。

　海外を対象とした学習に限らず，地理学習の場合には

既存の図書，資料，統計を活用することを避けては通れ

ない3）。図書にっいては学校図書館，公立図書館なとの

利用はもちろんであるが，首都圏などであれば大使館・

領事館などに設置してある図書を利用することも可能で

あろう。また，国立民族学博物館なとをはじめとした大

規模博物館，資料館の資料室も利用可能である。しかし，
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多くの生徒にとっては遠隔地の図書館や博物館の利用は

困難であり，一般的には学校図書館や地元の公立図書館

など限られた施設の利用を強いられる。これらの図書館

ではある程度の蔵書があったとしても，一国や一地域を

対象とした図書が豊富に備えっけられていることは少な

い。そのため，いきおい生徒が同一の図書で文献調査を

行う可能性が高く，結果的に類似したレポートの提出が

みられる可能性が高い。

　これに対し，図書以外の資料となるとやや性格が異なっ

てくる。備え付けられている資料としては図書と同様の

状況であろうが，無料で得られる資料であれば国内の関

係諸機関はもちろんのこと，対象とする海外の国や地域

に対しても直接請求することができる。その際，言語の

問題が生じるであろうが，実質的に英語が国際的に通用

する言語であるという状況を考えれは，高等学校レヘル

の麸学カで海外の諸機関に請求することも可能であり，

結果的に外国語学習にも役立っ。

　さらに，忘れてはならないのがインターネットの活用

である。今日，全国の多くの高等学校ではインターネソ

トとの接続が実現し，ホームペーソの閲覧や電子メール

の交換が可能となっている。生徒が自由に使用できるか

どうかは学校間，地域間に格差があるとしても，少なく

とも物理的環境は整いっっあるといえる。ホームページ

による資料探しは無限の可能性を秘めており，ネットサー

フィンは図書館などで資料を探す文献調査をコンピュー

ター上で疑似体験できるといえる。日本語国日本人によ

る海外の地域情報を豊富に提供してくれるホームページ

が存在することはもちろんだが，海外で開かれているサ

イトヘ直接アクセスし，生徒自らの手で原語による資料

を入手することも可能であろう。

　最後に，統計についてであるが，これについては国内

の出版社が刊行した統計集だけでも相当のデータが得ら

れる。ただ，海外の国や地域内部の詳細なデータを得る

ことは困難である。もちろん，インターネット等の活用

も考えられるが，定性的資料とは異なり，定量的テータ

は限定されていると言わざるを得ない。そういう意味で

は高校生による統言十収集の限界は存在するといえる。し

かし，国内では得られないデータこそ，現地におけるフィー

ルドワークによって得られる可能性を秘めており，フィー

ルドワークヘの一層の期待が高まるといえよう。

2　海外で実施する地域調査の手法

　現地での資料収集の手法は基本的に国内において行う

資料収集と同様であるといってよい。図書館，博物館，

資料館などにおける展示資料や閲覧可能な資料を入手す

ることは，生徒にとっても大きな負担とはならないだろ

う。また，これらの公共施設はその国の住民が自由に出

入りできる機関であるだけに，海外からの訪問客にとっ

ても，格別制限が加えられる可能性は低い。そういう意

味では最も基本的かっ確実に資料を入手することができ

る機関として，その存在意義は高いといえる。

　一方，行政諸機関，民間企業などでの資料収集の場合

には，事前のアポイントメントを得ることが必要であり，

公共施設を利用した資料収集と比較した場合，格段に困

難である。研究者による資料収集の場合であっても，難

しい条件がかせられることが多く，数日間の滞在による

高校生の地域調査においては，実質的には無理といって

もよい。

　それに対して，訪問視察を目的とした施設見学等にお

いては，実質的に多くのテータを得ることができる。調

査目的に関連した施設や展示晶を見学することで，対象

とする事象に対して体験的なアプローチが可能となる。

また，展示物などに記されている解説などからも貴重な

説明を得ることができる。附属している冗店なとには関

係する図書の展示販売もなされている。また，係員など

を通して希望の資料を請求することなども可能となろう。

書類などを作成して正式な手続をへて資料を求めるより

も，こうした訪問視察を通して接した関係者から資料を

得ることの方が有効である。

　日本国内においては，対象とする地域の実態に応じて，

そこに携わっている人々に対して生の声を聞く，聞き取

り調査は極めて一般的である。しかし，海外においては

そのような機会を得ることは難しく，また言語の問題も

生じてくる。現実的には難しい側面があることは否めな

いが，生徒自身により携わっている人々に対して直接接

する機会さえあれば，積極的に質問していくべきであろ

う。たとえ，そのことによりまとまったデータが得られ

なかったとしても，生徒にとっては相当な刺激になるは

ずである。

IV　アメリカ合衆国ハワイ州における
　　地域調査の可能性

1　ハワイにおける地域調査の準備

　アメリカ合衆国ハワイ州（以下，ハワイと称する）は

日本人にとって，最も人気のある海外旅行の目的地の1

っであり，毎年200万人近い日本人観光客が訪問する。

そのため，ハワイに関するガイドブックはもちろんのこ

と，ハワイを記述した図書も豊富にあり4），雑誌やテレ

ビでもハワイが取り上げられる機会は多い。また，現地
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では帰化した日系人やビジネス目的で居住や滞在してい

る日本人が多いため，日本語が活用できる機会が多く，

治安も比較的良好であるといってよい。

　これらの理由から，ハワイは高等学校による研修旅行

の目的地として採択される余地が十分にあるといえる。

また，同様の理由から現地での地域調査を実施すること

の可能性が最も高い地であるといってよい。そこで，本

章ではハワイを事例として生徒による地域調査実施の可

能性を具体的に提示し，調査手法や問題点にっいて個別

に検討を行う。

　まずはじめに，地域調査の手順をどのように設定する

かであるが，この点にっいては詳細な議論は避け，第1

図のように「準備」「実施」「整理」の3段階に分けて検

討を行う。なお，その際に「整理」の事項は本論の構成

上，割愛する。

　第1に「準備」であるが，これは「（1）目標1課題の設

定」，「（2）調査地域の選定」，「（3）予備調査」の3つの段階

に分類される。海外はもとより，国内においても調査地

域を自由に選択できる可能性は極めて低いため，調査地

域があらかじめ設定された上での目標⑱課題の設定とな

ることを念頭に置かなければならない。目標1課題とし

ては「地理A」や「地理B」の内容について生徒自らの

手で具体的に調査⑧研究を実施することが好ましいが，

前章で示した局等学校学習指導要領の趣旨から考えれは，

言わば調査を実施すること自体が目的化している。すな

わち，様々な地域の様々な事象に対して，調査⑧研究を

実施するための手段や方法を身に付けさせることが最大

の目的である。そのような意味では，対象地域のいかな

る課題を取り上げてもよいといっても過言ではない。

　一方で，高等学校学習指導要領では国際化の観点が重

視されていることから，日本と海外諸地域との結びつき

を解明することは教科全体に関わる目標といえよう。そ

ういう意味では，海外地域調査を目標函課題として日本

との関わり方に関して，調査地域ごと，調査項目ごとの

差異などについて追究することは可能であろう。

　実際には調査対象地域における様々な問題にっいて，

調査を行う主体である生徒自身が目標⑧課題を設定する

必要がある。ハワイの場合，日系人や観光客が多いこと

から，日本との結びつきが極めて深く，格好の調査対象

地域であるといえる。しかし，ここで注意しなければな

らない点は調査対象地域内の差異にっいてである。海外

からみれば対象とする国や地域は等質的な地域とみなし

がちであるが，地域内の差異は全世界に存在するといっ

てよい。例えばハワイは大小様々な島々から成り立って

いるが，人口の存在する8っの島の間の差異も見逃して

【準備〕
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1．目標⑤課題の設定

2．調査地域の選定

3．予備調査

【実施〕

4　現地調査の計画と日程の作成

（調査方法の決定，現地の関係機

関に依頼状）

5　現地調査（資料収集，観察・

観測，聞き取り）

【整理】

6　調査内容の分析，検討（礼状
発送）

7．報告書の作成

第1図
原図を

地域調査の手順（帝国書院　『新詳地理B』

　部修正）

はならない。生徒に対して調査地域を選定する際には，

単に国や地域を選択させるだけではなく，調査範囲や調

査スケールにっいても考慮することが，地理的見方1考

え方を養う上で極めて大切なことである。

　調査地域の選定が終われば，文献，地図，空中写真，

統計資料などによる予備調査を実施する必要がある。海

外はもちろんのこと，国内においても予備調査は不可欠

であることを生徒が十分理解する必要がある。また，海

外においては自由に資料が手に入らないことを考慮し，

可能な限り事前に資料を収集しておく必要がある5〕。資

料収集の具体的方法にっいては，前章で示した通りであ

る。

2．ハワイにおける地域調査の実施

　現地調査の方法は資料収集，観察⑱観測，聞き取りな

どに分類される。以下，順を追ってハワイにおけるこれ

らの調査が具体的にどのように実施されるかを示す。
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1）資料収集

　資料収集のみに限らないが，海外における地域調査の

際には絶えず言語の問題がのしかかってくる。特に，文

献資料を収集する際には，得られた資料をある程度理解

できるだけの外国語能力が必要となろう。しかし，ハワ

イにおいては前節で示したように，日本語の文献も豊富

である。それらの例を第1表に示すが，これらは主に日

本人観光客向けの無料配布物である。しかし，その内容

は決して観光宣伝に留まることなく，ハワイの政治，社

会，経済，文化に関わる幅広い情報紙となっている。地

域調査におけるこれらの資料の具体的な活用方法を隔週

発行の「ジャパニーズビーチプレス」を例に示す。

　「ジャパニーズビーチプレス」はセクション1とセク

ション2に分かれている。セクション1ではミニ⑱ニュー

スやフォト・ニュースと称してハワイに関する2週間の

話題を綴っている。それらの記事は一般新聞同様，ハワ

イの社会，経済の動向がっかめる記事も掲載されている。

例えば，1998年8月13日付のフォト⑧ニュースでは「ホ

ノルル国際空港の一部，夜間閉鎖。ホームレス立ち退き

対策として」と称された言己事があり，大都市ホノルルの

社会問題がかいま見れる。この他にも，日本人留学生に

よる滞在日記や日系人による日本に関連した施設の紹介

なと話題は豊富である。このように，セクソヨン1は一

般紙を凝縮した話題に加え，日本と関係のある記事が豊

富に掲載されており，ハワイに関する百科事典的役割を

担っている。「ジャパニーズビーチプレス」のバックナ

ンバーから記事を集めるだけでも，相当な資料を収集す

ることができるといえよう。セクション2は基本的に観

光案内といってよい。しかし，記事の中にはホノルル周

辺のバス路線に関する案内やレストランの一覧表，博物

館やハワイ大学の案内なと地域調査に有益な情報が掲載

されている。また，表紙にホノルル主要部の地図が掲載

されており，さしずめ地域調査ハンドブックのような存

在である。したがって，研修旅行で地域調査を実施する

前には，現地において生徒全員が「ジャパニーズビーチ

プレス」を入手し，あらかじめじっくりと目を通すといっ

た，共通教材としても十分に活用可能である。同様に

「旅のガイドハワイ」や「ビッグアイランド」なども基

本的には観光客向けのカイトフソクであるものの，内部

にはカラーの地図も豊富に掲載されており，地域調査に

有意義な情報源となっている。

　この他，日本語，英語に問わず，地域を題材としたパ

ンフレットも豊富である。例えば，ハワイ島ヒロのダウ

ンタウンはかって経済的に栄えた時代の面影を残した歴

史都市として有名であるが，現地では日本語，英語の双

方で徒歩による史跡めぐりのパンフレットが配布されて

いる。また，コーヒーの生産で有名な同島では「コナコー

ヒー⑧カルチュラル1フェスティハル」という小冊子も

無料で配布されている。このような例はおそらくハワイ

全島ではいく例も存在していると思われ，生徒が設定す

る課題によっては格好の資料となるであろう。さらに，

地域調査に不可欠な島内の地図も自由に入手することが

可能であり，それらは5ドル前後（1998年8月現在）と

比較的安価に手に入る。

　以上のように，ハワイにおいては生徒が自由に入手で

きる資料が相当豊富にあるといえる。特に，ハワイにお

いては日本語による資料も豊富であるため，外国語が必

ずしも堪能でなくても資料収集は十分に可能であるといっ

てよい。

2）観察⑧観測
　観察⑱観測のうち，観測はデータを得るために，何ら

かの形で測定することである。ハワイは周囲を太平洋に

囲まれており，海洋の影響を測定したりすることは可能

であろう。また，火山島であるため，火山活動に関して

間近で観測が可能である。ただ，数日間の日程を想定し

た海外研修旅行においては，現実に観測は難しいと思わ

第1表 ハワイで入手可能な日本語無料資料

番号 資　　　料　　　名 分　　類 特　　徴　函　内　　容

1 ジャパニーズビーチプレス 隔週紙 ニュース，生活関連情報，観光案

内，交通案内

2 旅のガイドハワイ 地域案内冊子 観光案内，店舗1飲食店案内

3 ビッグァイランド（ハワイ島観光案内） 地域案内冊子 観光案内，地域案内

4 ビッグアイランド⑧ハワイ 観光案内冊子 観光案内，文化情報

5 イラスト蝪ポケット地図 観光地図 観光案内，地域情報

資料：現地調査より作成
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れる。

　これに対して観察は設定した課題に応じて実施したり，

対象とする事象の概要をつかむための導入として，極め

て有効な手段といえる。治安が比較的良好なハワイにお

いては，市街地であれば生徒による単独観察において危

険性は低く，地理的見方・考え方を独力で養う絶好の手

段といえよう。

　このような地理的な観察においては地図が不可欠となっ

てくる。地図上であらかじめ現在地と目的地を確認し，

どこにどのような施設が立地し，土地利用はどのように

なっているかといった課題意識を有して観察を行う必要

がある。また，地域の概要を把握する上で，研修旅行に

参加した生徒全員がオリエンテーリンク方式で巡検を行

うといったアイディアも考えられる。例えば，前節で示

したハワイ島ヒロでは歴史都市の徒歩巡検ガイドの解説

とともに地図も付せられており（第2図），このような
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無料のパンフレットを活用した観察も行え，格好な事例

といえる。

　また，ハワイにおいては幸い前項で示したように一般

の地図が安価に入手できるため，生徒全員に最低1枚の

共通した地図を所持させることにより，事後の学習にお

いても授業などで活用できる可能性も有している。この

ように，ハワイにおいては観察⑧観測を実施する条件が

整っており，実際の研修旅行の際にも実行が十分に可能

であると思われる。

3）聞き取り

　一般に海外における聞き取り調査の場合，原語で会話

をするか，ないしは通訳を介する必要がある。生徒によ

る海外研修旅行の際には旅行添乗員が通訳を兼ねるか，

あるいは若干名の通訳を率いる程度で，生徒個人やクルー

プことに通訳を配置することは難しい。しかし，ハワイ

は日本人や日本語で会話のできる日系人がある程度居住
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26 高等学校教育における海外地域調査の方法

していることから，思わぬ場面で日本語による聞き取り

が可能となる。また，日本語が通じない相手であっても，

生徒の語学力で聞き取りに挑戦することも可能である。

　生徒による聞き取り調査においては行政機関や企業な

とへ公式に訪問することは現実的には難しい。しかし，

資料収集の際に訪問する図書館，博物館，資料館なとで，

関連して聞き取り調査を断片的ではあるが実施すること

が可能であろう。もっとも，こうした学習施設では団体

で訪問し，担当者による説明を通訳を介して聞く必要性

が強いといえる。これに対して，実際に生徒個人が聞き

取りを実施できる可能性があるのはハワイに暮らしてい

る人々，店舗での販売人などであろう。場合によっては

日本人観光客に対して聞き取りを実施することもあろう。

　ただ，生徒にとっては時間的，語学的制約なとから聞

き取りでまとまったデータを得ることは難しいと思われ

る。他のデータを補足することを主体として，生徒にとっ

て無理のない範囲で聞き取りを行うだけでも，十分な成

果が得られると思われる。

V　むすび

　以上，本研究では高等学校の生徒が海外で地域調査を

実施する場合の，調査手法やその学習意義を地理教育の

視点から検討を行った。事例地域としてハワイを取り上

げ，生徒がハワイで実際に地域調査をどのように実施し

ていくのか，その具体的手法と実現性にっいても検討を

行った。この結果，日本人や日系人の多いハワイにおい

ては，生徒による地域調査も不可能ではなく，研修旅行

における地域調査を地理歴史科「地理A」「地理B」と

いった教科の枠組の中での学習活動に組み込むことが十

分に可能であるとの結論を得た。さらに，海外での研修

旅行は地理歴史科の教科学習のみならず，英語教育や国

際理解教育なとを行っていく上で，生徒にとっては大き

なモティベーションを与えていくことになるであろう。

　従来は研修旅行における学習に対して，現地での体験

や経験から間接的な学習効果を期待するといった認識が

強かった。このような指摘に対して，大きくは反論のな

いところであるが，具体的な教科や領域の理念にそった

形で，海外において「何」を「どう」学習すれば「どの

ような」効果が現れるのか，そのメカニズムをブラック

ボックスのまま議論してきた感がある。確かに，研修旅

行のような総合的な活動においては，個々の教科におけ

る個別の学習内容に照らし合わせて議論することは難し

い。しかし，地域調査という学習項目に軸を置いて考え

た場合，例えば「地理」の学習理念と照らし合わせ，研

修旅行の効果を実質的に検証することができよう。その

ような意味では，本研究は試論に過ぎないまでも，海外

研修旅行と「地理」における海外地域調査学習との関係

をある程度明確に提示し，ホワイトボックス化がはから

れたと考える。

　しかし，本研究においては，地域調査の課題設定につ

いて，「地理A」「地理B」の他の単元との関連性にっい

て十分に検討を行ったとはいえない。すなわち，設定さ

れる課題に応じて地域調査の手法や期待される結果は異

なってくると思われるが，本研究では様々な課題に応じ

ることを前提としたため，一般論に終始したきらいがあ

る。そのような意味では，具体的な課題を提示した上で

事例について検討を行う必要があろう6）。

　さらに，今後は地域調査の分野に限らず，他分野⑧他

教科との学習内容との関係にっいても検討が必要であろ

う。また，国際理解教育なと教科を横断した総合的な学

習項目との関係についても議論をはじめなければならな

い。加えて，これまで一定の蓄積がある国内における地

域調査学習の成果と課題を対比し，海外地域調査の特性

や問題点についての検討も必要となってこよう。地理教

育における海外地域調査に関する検討は端にっいたはか

りである。

［付記コ

　本研究は広島地理教育懇話会とハワイ地理教育懇話会

との交流を目的として実施された「1998年度ハワイ地理

教育懇話会夏期地理教育セミナー」を契機として行った

ものである。本研究を実施するにあたり，中山修　先生

をはじめとする広島地理教育懇話会の参加者の方々から

有益なこ助言を頂いた。また，ハワイ地理教育懇話会の

メンバー諸氏からもハワイに関する多彩な情報をご提供

頂いた。記して御礼申し上げます。

注

1）　「地理A」の学習指導要領に示された内容と教材へ

　のアプローチのあり方に関しては澁澤編（1990a）が

　参考になる。

2）　「地理B」の学習指導要領に示された内容の解釈と

　地域調査に関する指導案の事例などに関しては澁澤編

　（1990b）が参考になる。

3）地域調査における資料収集の手法を解説した文献は

　多数あるが，学校教育における地理教育との関係を考

　慮した文献として小峯（1988）があげられる。

4）代表的なものとして，主に人文⑱社会科学的側面か
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　らまとめた山中（1993），自然科学的な側面からまと

　めた清水（1998）があげられる。

5）事前の資料収集においては原語で書かれた書籍も有

　効である。例えは，Morgan（1996）やThornd1ke

　（1998）はハワイやオアフ島の概要を示した入門書で

　あり，比較的平易な英語で書かれているため，生徒に

　よる活用も決して無理ではない。

6）金田（1994）では海外旅行体験を「地理」における

　地域調査以外の単元での活用方法について検討してい

　る。
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